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What are necessary for “Ibasho”? 




























                                                   
*流通科学大学経済学部，〒651-2188神戸市西区学園西町 3-1 




























設立:2001 年 9 月 
場所：大阪府豊中市新千里東町 3-6-111 千里ニュータウン新千里東町近隣センター内空き店舗 
開所時間：月～土 11:00～16:00 
サービス：飲み物、委託販売（竹酢液・竹炭、千里絵葉書、千里ニュータウンガイド）、 
イベント（4 月たけのこ祭り、10 月周年記念パーティ） 
運営：最初は豊中市の社会実験というかたちでスタートし、社会実験期間終了後 2002 年豊中市
から独立し、以降自主運営、地域住民ボランティアスタッフ約 20 名 
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b．みんなの居場所「須磨いるサロン」 






設立:2011 年 4 月 




運営：東灘こどもカフェ11)（2016 年 4 月 15 日現在 会員数のべ 476 名）  
d．シェア金沢 







場所：富山県富山市綾田町 1-10-18  




設立:2008 年 1 月 
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g．おたがいさん 
設立:2001 年 3 月 

























気だ。毎月第 1,3 水曜日は朝 7 時から周辺地域を掃除し、その後朝食を食べる「朝カフェの会」





























































       
自己有用感    にぎやか、西園寺、おたがいさん 
    （役に立っている）  シェア金沢、こもれど  
       
自己効力感    須磨いるカフェ 
    （できる・やれる） 
      
 受容感     ひがしまち街角広場    












































自己拒否 自己肯定 自己受容 受容される場 
成長できる場 
安心できる場 
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5）内閣府『平成 28 年度高齢社会白書』による 
6）ニッセイ基礎研究所 ハフィントンポスト 
7）森常人「『ふれあい・いきいきサロン』の参加者評価の分析に関する一考察」『関西外国語大学 研究論集』










11）居場所「こもれど」の他に、当初「なんでもお手伝いセンター」だったのが 2015 年 7 月に一般社団法人
「東灘なんでもお手伝いセンター」とはり、2015 年 1 月には都市と田舎を結ぶ多世代交流の場「こもれど淡






14）「こもれど」2016 年夏号 vol.5, 東灘こどもカフェ発行 
15）介護保険（通所介護）、自立支援法（生活介護、自立訓練）、児童福祉法（児童発達支援、放課後等デイサー
ビス）、日中一時支援、在宅障害者（児）、デイケア事業の利用が可能となっている。乳幼児・学童など、制度









18）石本雄真「青年期の居場所感が心理的適応、学校適応に与える影響」『発達心理学研究』第 21 巻第 3 号, 
2010, 278-286 
19）吉川満典・粟村昭子「大学生におけるアイデンティティの確立について―心理的居場所との関係性から―」
『総合福祉科学研究』4, 2013 年, 35-41 
20）廣木克行「臨床教育：子どもの居場所をつくる」神戸大学発達科学部編集委員会編『キーワード人間と発
達』,2005, 106-107, 大学教育出版 
21）白井利明「学生は居場所をどうとらえているか―自己受容とセルフ・エスティームとの関連―」日本青年心
理学会大会発表論文集(6), 34-35, 1998 年 10 月 1 日 
22）中藤信哉「青年期における居場所についての研究」『京都大学大学院教育学研究科紀要』57, 2011, 153-165 
23）国立教育政策研究所「『自尊感情』？それとも、『自己有用感』？」生徒指導リーフ Leaf.18, 平成 27 年 3
月 
24）「子どもの徳育の充実に向けた在り方について」（報告）,文部科学省「子どもの徳育に関する懇談会」報告, 
2009 年 9 月 11 日 
25）西川真理子、若槻健、小野博司、金崎茂樹、錦織久雄、中西佳世子「『学生力』を高めるための『新教養演
習Ⅰ』」『甲子園大学紀要』 第 36 号（A）, 2009 年 3 月,49-58 
26）西川真理子、若槻健、中西佳世子、梶木克則、増田将伸、石川朝子「『学生力』を高めるための『教養演習
Ⅰ』（4）」『甲子園大学紀要』第 40 号(A), 2012 年 3 月,35-49 
27）チームで課題を見つけ、企画力を競う「学生チャレンジプロジェクト」や書評コンテストや論文コンテスト
など様々なコンテストなどがある。 
 
付記：本研究の成果の多くは、2015年度流通科学大学特別研究助成費（研究課題：「高齢者の『居場所づくり』
の成功例の取材レポート」研究者:西川真理子）の助成によっている。 
 
 
 
